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4月例会を終えて 
主幹 連携推進会議 議長 蜂谷悠介 

青年会議所（JC）は“明るい豊かな社会”の実現を理想とし、次代の担い手たる責任感をもった20歳から40歳までの青年

の団体です。人種、国籍、性別、職業、宗教の別なく、自由な個人の意志によりその居住する各都市の青年会議所に入

会できます。 

日本の青年会議所運動は、現在697の地域約36,000名の会員を擁し、全国的運営の総合調整機関として日本青年会議

所が東京にあります。全世界に及ぶこの青年運動の中枢は国際青年会議所ですが、100以上の国及び地域に117の

NOM（国家青年会議所）があり、約16万人の会員が国際的な連携をもって活動しています。 

日本青年会議所の事業目標は、“社会と人間の開発”です。その具体的事業としてわれわれは市民社会の一員として、

市民の共感を求め社会開発計画による日常活動を展開し、「自由」を基盤とした民主的集団指導力の開発を推し進めて

います。さらに日本の独立と民主主義を守り、自由経済体制の確立による豊かな社会を創り出すため、市民運動の先頭

に立って進む団体、それが青年会議所です。 

理事長の今月の格言 

《大切なお知らせ》 

読者の皆様へ 

今まで、独身男のこじらせを紹介するコーナーでしたが、筆者

がこの度4月1日をもって入籍した為、誠に恐縮ではございま

すが、休載とさせて頂きます。 

次号から 

結婚してもこじらせ直らない！を連載致します。 

地域の人々は私たちの行動と振舞いを見て 

青年会議所を判断します。 

青年会議所でどんなに良い事業を企画し実行しても 

日頃の私たちの行動と振舞いが 

青年会議所の評価に繋がっていきます。 

皆さん、ＪＡＹＣＥＥである前に社会人です。 

規律を伴う事が大事です。 

規律とは礼儀正さ。 

挨拶や約束を守る事です。 

それを守ってから、地域を良くしていく事を 

考えなければならないと思います。 

一人一人の行動と振舞いが地域から見られてます。 

その結果が「あの人がいるから青年会議所に入ろう」 

「青年会議所が行う事業だから協力しよう」 

となっていくと思います。 

行動と振舞い ４限目 

 

 

 

 

歓送迎会＆お花見シーズン到来ですね

(*‘∀‘) 

お酒を飲む機会もグンと増える時期、皆

さんは二日酔い対策をして飲み会(懇親

会)に参加されているでしょうか？ 

社会人として次の日の仕事に響くような

飲み方はしたくないものですが、先輩や

上司から勧められて、つい。や、誰からも

勧められなくてもビール一杯のつもりが、

調子に乗って飲みすぎてしまう事ありま

すよね((+_+))ウコン等のサポートサプリを

飲んで次の日もスッキリ過ごしたい♪ 

そんな貴方に私お勧めサプリ「乾杯ウコ

ンEX] クルクミンが150㎎も入って持ち運

びに便利でしかも安い！！ 

私はお財布に常に2粒常備！ 

飲む前に乾杯のビールで飲んで、飲みす

ぎても二日酔いは無し♪ 

(鉄則・チャンポンはしてはならない） 

二次会までなら1粒で大丈夫！ 

三次会まで行っちゃたなら帰ったら大量

の水と、もう1粒飲んでね(*‘∀‘) 

四次会以上は…… 

自業自得と二日酔い 

を噛みしめて☆ 

4回目 

「子供達がキラキラ輝く街をつくりたい」 

これが、今回の事業に携わらせて頂いた、私の根源的な想いです。 

仲間達と喜怒哀楽を共に味わい、感動の数と同じかそれ以上に成長する子供達を見守りたい。 

私たち大人もその様子に刺激され、この子供たちが誇れる環境（街）にしなければと奮起する。 

子供達の成長は、素晴らしい環境（街）を作り支えている大人達への感謝の気持ちとして現れる。そしてまた、仲

間達と成長している子供達を見て、大人達はさらに奮起する。 

そんな好循環を生む事業にしたい。そして、このような循環こそ街づくりに欠かすことのできない物だということを改

めて感じたいと思ったのがこの事業を始めるきっかけです。 

「第一回JCカップU-11少年少女サッカーいちのせきフェスティバル」を終えて、私が改めて感じたことは、「感謝の

気持ち」「なりたい姿（夢）を純粋に求める気持ち」が人の心を動かすということです。 

順位はただ単純に優劣をつけるものではなく、なりたい自分になるために必要な物差し（定規）なのだと、子供達

の姿を見て気付くことができました。 

夢や目標を持つ人は、他者との差に一喜一憂するのではなく、自分たちが目標に近づいていることや出来たことを

仲間達と喜び合う。そして、僻みや妬みも生まれない。なぜなら、誰かのせいにすることなく、自分の力不足を悔や

み自分と仲間のために努力するから。このことが「感謝の気持ち」にも繋がり、人を感動させるのだと思いました。 

この大会が毎年開催され、一関、平泉が今よりもさらに「キラキラ輝く街」になるための一助となる事業に成長するこ

とを期待しています。 


